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事業事前評価表 

作成日：平成 22 年 2 月 2日 

担当部・課：農村開発部畑作乾燥地帯課 

１．案件名 

稲作農業普及研修（第三国研修） 

２．協力概要 

（１） プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

本事業は、2008 年に日本政府とアフリカ緑の革命のための同盟（AGRA：Alliance for Green 

Revolution in Africa）が中心となって立ち上げたイニシアティブである「アフリカ稲作

推進のための共同体（CARD：Coalition for African Rice Development）の一環として、

アフリカにおいて稲作を推進するための核となる研究者、研究助手、普及員の人材育成を

行う研修事業（第三国研修）である。効果的な研修を実施するため、1960 年にフィリピン

に設置され、稲作研究に関する国際的な権威であり、CARD の運営委員会メンバーでもある

国際稲作研究所(IRRI：International Rice Research Institute)を実施機関とすると共に、

普及に関する研修については日本政府が1990年から協力を行ってきたフィリピン稲作研究

所（通称 PhilRice）を活用する。具体的には、CARD が対象としている 23 か国のうち、英

語圏 13 カ国及び仏語圏 10 カ国の研究者/研究助手に対する 3 週間研修を 1回/年×3 年、英

語圏 13 カ国の普及員に対する 17 週間研修を 1 回/年×3 年、実施することにより人材の育

成を目指すものである。 

（２） 協力期間 2011 年 3 月～2015 年 2 月 

（３） 協力総額（日本側）4.0 億円 

（４） 協力相手先機関 国際稲作研究所(IRRI: International Rice Research Institute)

（５） 国内協力機関 なし 

（６） 裨益対象者及び規模、等 

CARD 対象 23 カ国からの研修参加者合計 157 名 

研究者：46 名（英語圏・仏語圏国 23 カ国×2名） 

研究助手：46 名（英語圏・仏語圏国 23 カ国×2 名） 

農業普及員：65 名（英語圏国 13 カ国×5名） 

*想定している定員が完全に満たされた場合の裨益対象者数 

３．協力の必要性・位置付け 

（１） 現状及び問題点 

サブサハラアフリカでは近年コメ需要が急速に増加している一方で、域内での供給が増

加しておらず、需要と供給のギャップは 1990 年に 218 万トンだったものが、2007 年には

665 万トンまで拡大している状況にある（米国農務省）。このような中で日本政府は AGRA と

協力し、2018 年までの 10 年間でアフリカにおけるコメ生産の倍増（1400 万トンを 2800 万

トン）を目標と掲げる「アフリカ稲作推進のための共同体（CARD：Coalition for African 

Rice Development）」の立ち上げを 2008 年 5 月に開催された TICAD4（第四回アフリカ開発

会議）の場において発表した。CARD はコメ生産の倍増のために、各国政府やドナーが行っ
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ている稲作に関連した事業の効果を最大化することを目的とし①援助の調整・調和化、②

追加的投資の呼びかけ、③情報共有を推進する枠組みであり事務局をナイロビに設置して

いる。 

CARD 立ち上げの背景である需給ギャップの拡大要因の一つに、サブサハラアフリカにお

ける稲作の土地生産性が 1.78 トン/Ha であり、アジアの 4.18 トン/Ha と比較しても著しく

低いことが上げられる。土地生産性が低い理由は、①灌漑等の農業インフラの未整備、②

適切な栽培手法の開発がなされていない、③基礎的な技術の未普及等があげられる。特に

②については栽培手法の試験・研究を行う研究者、その作業を支援する研究助手の能力不

足が大きな課題となっている。また、③に関し圃場の均平化、条播といった基礎的な技術

についても、普及員の能力不足により農家により十分に活用されていない状況にある。 

CARD の目標達成及びそのための土地生産性向上のためには、アフリカ各国において稲作

を推進するための核となりうる人材の育成が急務である。本協力は、稲作研究に関する国

際的な権威である IRRI、これまで日本政府が協力を行ってきたフィリピン稲作研究所（通

称 PhilRice）を活用し、CARD が対象としているサブサハラアフリカ 23 か国の研究者、研

究助手、普及員に対する研修を通じて人材育成を行うものである。 

 

（２） 相手国政府国家政策上の位置付け 

本研修の対象はCARDが対象としているサブサハラアフリカの23カ国。これらの国はCARD

発足時及び運営の過程で、稲作の重要性や開発ポテンシャルに応じて選出されたものであ

り、CARD 対象国となるに当たっては「稲委員会」等と呼ばれる公式な組織が設立されてい

る。また、23 ヵ国全てにおいて稲作を推進するための国家稲作開発戦略（NRDS: National 

Rice Development Strategy）の作成が CARD 事務局の技術的支援を受けながら稲委員会の

下で進められている。研究・普及に関する人材育成は、NRDS における共通のコンポーネン

トであり、23 ヵ国全てにおいて重要性が明確に位置づけられている。 

 

（３） 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにおけ

る位置付け） 

我が国は 2008 年 5 月に開催された TICAD4 において AGRA と共に CARD の立ち上げ・推進

を表明した。また、CARD 事務局（在ナイロビ）に日本人専門家（企画調査員）を 2 名派遣

する等、同イニシアティブを実質的に牽引している。また、CARD 対象の 23 カ国は、JICA

として稲作推進が適当と判断された国々であり、各国の JICA 国別事業実施計画とも整合し

ている。 

４．協力の枠組み 

〔主な項目〕 

（１） 協力の目標（アウトカム） 

＜プロジェクト目標＞ 

参加研修員の稲作研究、技術普及に関する能力が向上する。 

＜プロジェクト目標の指標＞ 
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 栽培手法、水管理手法、病害虫管理、収穫後処理について適切な研究計画が策

定出来る研究者向け研修参加者の割合 XX％以上（IRRI による評価） 

 試験場内圃場において、適切な情報収集手法を選択・実施出来る研究助手向け

研修参加者の割合 XX％以上（IRRI による評価） 

 栽培手法、水管理手法、病害虫管理、収穫後処理について農家への指導が出来

るようになる普及員向け研修参加者の割合 XX％以上（IRRI による評価） 

 普及研修参加国で技術普及が実践される農家グループの数 2 か所以上 

＜上位目標＞ 

① 研修員が研修を通じて習得した技術を活用する。 

② 研修員が同僚に対する技術的な助言を行う。 

③ 稲作人材育成について、IRRI と他の国際機関（アフリカ・ライスセンター等）

や各国研究機関との間で連携が強化される。 

＜上位目標の指標＞ 

① 帰国研修員が指導した研究者、研究助手、普及員、農家グループの数 

② 帰国研修員が実践した技術事例（研究、普及）の数 

④ 研修方法（カリキュラムを含む）や教訓、研修教材が他機関により活用された

事例の数 

 

（２） 成果（アウトプット） 

① 研修参加者が稲作研究に関する基礎知識を習得する。 

② 研修参加者が稲作技術普及に関する基礎知識を習得する。 

 

（３）成果の指標 

① 研究者・研究助手向け研修参加者の XX 割が講義内容について適切な説明を行え

るようになる。 

② 普及員向け研修参加者の XX 割が講義内容について適切な説明を行えるように

なる。 

 

（４）活動 

①-1 研修の詳細に関する GI（カリキュラムを含む）を作成する。 

①-2 IRRI、JICA が協力して対象となる研修参加国の稲作状況調査を行う。 

①-3 IRRI、JICA が協力して技術的な観点から応募書類の評価・選考を行う。 

①-4 研究者・研究助手向けの研修教材を作成する。 

①-5 IRRI において研究に関する研修を行う。 

①-6 研修参加国に調査団を派遣し研修効果測定に関する調査を行う。 

①-7 上記調査団派遣にあわせて、帰国研修員に対する助言・指導を行う。 

② 普及員向けの研修について、上記①-1～①-7 の通り実施する。 

（３） 投入（インプット） 
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① 日本側 

研修実施に関する経費、研修指導に関する調査団派遣に関する経費、効果測定のた

めの調査実施に関する経費 

② IRRI 側 

研究圃場、IRRI が有している稲作に関する研究情報 

（４） 外部要因（満たされるべき外部条件） 

＜上位目標の外部条件＞ 

  ①帰国研修員が習得した技術を活用して活動ができる財政的支援を得られる。 

②IRRI が研修手法に関する教訓、研修教材等を他機関と積極的に共有する。 

５．評価 5項目による評価結果 

（１）妥当性 

以下の理由により妥当性は高いと見込まれる。 

 CARD は TICAD 4 において日本が立ち上げ・推進を発表した国際的なイニシアティブで

あり、2018 年までにアフリカにおけるコメ生産量を 2 倍とする事を目標として掲げて

いる。本事業は、CARD が対象としている 23 ヵ国において、稲作推進の核となる人材の

育成を目標として行うものであり、CARD の目標達成の一環として位置づけられる。 

 本事業の対象であり、且つ、CARD が対象としている 23 カ国は、稲作推進のポテンシャ

ル・重要性が高い事と各国政府のコミットメント（稲作委員会の設立、NRDS の作成）

を前提に選定されている。政府として稲作推進の重要性を理解しており、人材育成の必

要性が強く認識されている国々といえる。 

 

（２）有効性 

以下の理由により、有効性は高いと見込まれる。 

 プロジェクト目標である「研修員の能力向上」のため、「適切な候補者の選定（成果 1）」

と「効果的な研修の実施（成果 2、成果 3）」を念頭に置くこととしている。 

 適切な候補者の選定にあたっては、①稲作を推進するうえでの技術的な問題点、②解決

方法、③帰国後に活動を行ううえでの財政的資源の想定、についてのレポートを応募書

類として作成のうえ技術的な観点から IRRI が選定を行う。また、選定に当たっては各

国の稲委員会からの了解を義務付ける。これにより、技術的側面及び各国での状況に応

じた候補者の選定が可能となると共に、政府としての関与を明確にし、帰国後の活動が

円滑に行える体制を整えることが可能となる。 

 「効果的な研修の実施」に当たっては、講義を最小限とし、農家圃場における活動を中

心としており、実践的で、研修生が帰国後に容易に適用できる内容とする。また、フィ

リピンで農家のための技術開発を担当している PhilRice の技術的な知見もあわせて活

用することとしており、質の高い研修が出来る。 

 また、稲作に関する深い知見を有する IRRI の研究者が各国に出張し、研修効果の測定

や研修実施後の指導を行う事を想定しており、研修内容の改善が期待できる。 

 IRRI は 1960 年に設立された国際的な稲作研究の権威であり、アジアでの稲作における
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緑の革命を推進した機関でもある。技術的な知見を有する IRRI を実施機関として位置

づけることにより効果的・効率的な研修の実施が期待できる。また、IRRI が有するア

フリカ各国や国際機関とのネットワークを活用することで、本研修の知見が CARD に参

加する国際機関及び各国政府関係者と共有される事が期待できる。 

 

（３）効率性 

以下の理由により、効率性は中程と見込まれる。 

 これまで日本政府が支援してきた PhilRice を活用し、そこで開発された圃場整備から

栽培、水管理、収穫後処理にいたる稲作技術や普及のためのマニュアルを活用する。 

 また、IRRI の知見と共に、必要に応じてアフリカ・ライスセンターやアフリカ農業研

究フォーラム等の CARD 運営委員会メンバーの国際的なネットワークと知見を活用す

る。 

 一方で、JICA と IRRI が協力を行う初めての取り組みであり、また、23 カ国を対象とす

るため、事業の効率的な実施のために事業の運営管理にあたっての投入が必要となる。

 

（４）インパクト 

正のインパクトが以下のとおり、見込まれる。 

 上位目標の一つである「研修員による継続的な活動と同僚への助言」にあたっては、①

各国政府の理解、②研修生による取り組み及び IRRI からの継続的な技術的支援、が必

要となる。①については研修生を選定する過程で稲委員会からの承認を得ることで帰国

後の活動が円滑に進むことが期待できる。②については、研修生に対して IRRI が有す

る稲データベースへのインターネットを通じたアクセス権を付与すると共に、電話や電

子メール、TV 会議システムを活用し継続的な技術指導を行っていくことで、研修員自

身の成長が期待できると共に、問題が生じた際に同僚に対して最適な助言を行う事が可

能となる。 

 もう一方の上位目標である「人材育成に関する他の国際機関や各国政府との連携強化」

については、年に 1度開催される CARD 本会合や運営委員会等の場で JICA と IRRI が連

携して情報発信を行う事で、人材育成に関する課題や方法について意識共有が可能とな

る。また、会合の場のみならず、各国際機関の事業において研修から得られた教訓や研

修教材が活用されることで、具体的な連携強化につながることが期待される。 

 これらについては、CARD イニシアティブの一環として、JICA と IRRI が協力し、継続的

なモニタリングを行う事とする。 

 

（５）自立発展性 

以下の理由により、自立発展性は中程と見込まれる。 

 本事業はアフリカにおける稲作推進を目標とした国際的イニシアティブである CARD の

一環として位置づけられるものであり、各国政府や他ドナーの取り組みとのリンケージ

が容易である。特に、候補者選定の過程で各国に設置されている稲委員会の承認を得る
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ことで、NRDS に基づく活動の一つとして明確に位置づけることが可能となる。 

 各研修生は、応募の際に、財政的な見込みも含めた帰国後の活動計画の提出を求められ

る事から高い意識で研修に参加することとなる。また、必要に応じて、研修員の帰国後

の活動指導のために IRRI 研究者がアフリカ各国に出張し技術的な助言を行う事とな

る。 

 一方で、研修参加者の帰国後の異動等により、効果発現が限定される可能性が考えられ

る。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

 各国から複数名の研修生を選定することを想定していることから、選定の際には、ジェ

ンダー・バランスに留意する。 

 

７．過去の類似案件からの教訓の活用 

 2004 年に実施された「農業・農村開発（普及：事例研究）フェーズ２」 では、｢普及

対象技術の選定に当たって、まず農民の現状、制約要因に十分に配慮し、そうした諸条

件に応じた技術を開発することが重要である。｣としており、本事業においてもアフリ

カの現状に適した技術を選定することとする。また、同調査では、「わかりやすく実践

的な研修が高く評価される。」としており、研修効果が適切に発現するように、実践的

な内容を中心としたカリキュラムを策定する。 

８．今後の評価計画 

以下の調査の実施を通じて、活動の達成度、計画の見直しを行う予定。 

（1）2013 年前半 中間レビュー 

（2）2014 年後半 終了時評価 

 
 


